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計算書類 

貸借対照表 

(平成30年３月31日現在) 

           (単位：百万円) 
区分 金額 区分 金額 

(資産の部)  (負債の部)  

Ⅰ 流動資産  Ⅰ 流動負債  

現 金 及 び 預 金 5,790 支 払 手 形 3,766 

受 取 手 形 3,083 電 子 記 録 債 務 15,063 

リ ー ス 未 収 金 76,201 買 掛 金 23,685 

売 掛 金 14,200 1 年内返済予定の長期借入金 4,000 

割 賦 売 掛 金 4,912 1 年内返済予定の関係会社長期借入金 9,500 

リ ー ス 投 資 資 産 12,904 リ ー ス 債 務 28 

リ ー ス 債 権 3,667 未 払 金 3,691 

販 売 用 土 地 建 物 25 未 払 費 用 1,132 

資 材 及 び 貯 蔵 品 490 未 払 法 人 税 等 3,870 

仕 掛 品 544 前 受 金 7,268 

未 成 工 事 支 出 金 540 預 り 金 689 

前 払 費 用 53,716 リ ー ス 前 受 収 益 67,364 

関係会社余剰資金預け金 6,473 前 受 収 益 6 

繰 延 税 金 資 産 1,961 賞 与 引 当 金 3,023 

短 期 貸 付 金 52 役 員 賞 与 引 当 金 127 

関 係 会 社 短 期 貸 付 金 110 延 払 繰 延 利 益 1 

そ の 他 955 割 賦 未 実 現 利 益 876 

貸 倒 引 当 金 △40 資 産 除 去 債 務 44 

流 動 資 産 合 計 185,590 そ の 他 7,235 

Ⅱ 固定資産  流 動 負 債 合 計 151,376 

有 形 固 定 資 産  Ⅱ 固定負債  

＜ 貸 与 資 産 ＞ 173,297 長 期 借 入 金 20,200 

リ ー ス 用 建 物 2,916 関 係 会 社 長 期 借 入 金 33,800 

リ ー ス 用 機 器 92 リ ー ス 債 務 219 

リ ー ス 用 車 両 運 搬 具 10,872 受 入 建 設 協 力 金 32,395 

賃 貸 用 不 動 産 156,983 長 期 預 り 金 27,296 

リ ー ス 資 産 186 長 期 前 受 収 益 5,220 

建 設 仮 勘 定 2,246 資 産 除 去 債 務 11,859 

＜ 社 用 資 産 ＞ 36,885 再評価に係る繰延税金負債 1,795 

建 物 1,916 退 職 給 付 引 当 金 22,224 

構 築 物 3,064 そ の 他 79 

機 械 及 び 装 置 24,069 固 定 負 債 合 計 155,090 

車 両 運 搬 具 15 負 債 合 計 306,466 

工 具 器 具 備 品 341   

土 地 6,945 (純資産の部)  

リ ー ス 資 産 45 Ⅰ 株主資本  

建 設 仮 勘 定 487 資 本 金 21,768 

有 形 固 定 資 産 合 計 210,183 資 本 剰 余 金  

無 形 固 定 資 産  資 本 準 備 金 26,991 

ソ フ ト ウ ェ ア 573 資 本 剰 余 金 合 計 26,991 

電 話 加 入 権 39 利 益 剰 余 金  

施 設 借 用 権 利 金 36 利 益 準 備 金 2,749 

の れ ん 43 そ の 他 利 益 剰 余 金 93,689 

借 地 権 2,163 圧 縮 記 帳 積 立 金 113 

そ の 他 4 特 別 償 却 準 備 金 1,768 

無 形 固 定 資 産 合 計 2,860 別 途 積 立 金 79,000 

投 資 そ の 他 の 資 産  繰 越 利 益 剰 余 金 12,807 

投 資 有 価 証 券 1,963 利 益 剰 余 金 合 計 96,439 

関 係 会 社 株 式 2,710 株 主 資 本 合 計 145,199 

長 期 貸 付 金 142 Ⅱ 評価・換算差額等  

関 係 会 社 長 期 貸 付 金 1,928 その他有価証券評価差額金 322 

長 期 前 払 費 用 2,012 土 地 再 評 価 差 額 金 1,006 

差 入 建 設 協 力 金 11,741 評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計 1,328 

敷 金 17,579 純 資 産 合 計 146,528 

繰 延 税 金 資 産 15,447   

そ の 他 983   

貸 倒 引 当 金 △148   

投 資 そ の 他 の 資 産 合 計 54,360   

固 定 資 産 合 計 267,404   

資 産 合 計 452,995 負 債 純 資 産 合 計 452,995 

(注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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損益計算書 

(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日) 

(単位：百万円) 
区  分 金  額 

Ⅰ  売上高   

リ ー ス 収 益 103,980  

販 売 収 益 103,198  

そ の 他 137 207,317 

Ⅱ  売上原価   

リ ー ス 原 価 81,660  

販 売 原 価 87,199 168,860 

売 上 総 利 益  38,456 

Ⅲ  販売費及び一般管理費  19,486 

営 業 利 益  18,969 

Ⅳ  営業外収益   

受 取 利 息 282  

受 取 配 当 金 14  

そ の 他 487 784 

Ⅴ  営業外費用   

支 払 利 息 830  

そ の 他 319 1,149 

経 常 利 益  18,605 

Ⅵ  特別利益   

固 定 資 産 売 却 益 3  

そ の 他 30 33 

Ⅶ  特別損失   

固 定 資 産 売 却 損 1  

固 定 資 産 除 却 損 16  

減 損 損 失 864  

そ の 他 29 911 

税 引 前 当 期 純 利 益  17,726 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 6,369  

法 人 税 等 調 整 額 △655 5,713 

当 期 純 利 益  12,013 

(注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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株主資本等変動計算書 

(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日) 

  (単位：百万円) 

 

株主資本 

資 本 金 

資本剰余金 利益剰余金 

株 主 資 本 
合 計 資 本 

準 備 金 
資本剰余金
合 計 

利 益 
準 備 金 

その他利益剰余金 
利益剰余金
合 計 圧縮記帳 

積 立 金 
特別償却 
準 備 金 

別 途 
積 立 金 

繰越利益 
剰 余 金 

当期首残高 21,768 26,991 26,991 2,749 117 2,120 70,000 12,702 87,690 136,450 

当期変動額           

圧縮記帳積立金の取崩     △3   3 － － 

特別償却準備金の取崩      △352  352 － － 

別途積立金の積立       9,000 △9,000 － － 

剰余金の配当        △3,569 △3,569 △3,569 

当期純利益        12,013 12,013 12,013 

土地再評価差額金の取崩        305 305 305 

株主資本以外の項目の当事業
年度中の変動額(純額) 

          

当期変動額合計 － － － － △3 △352 9,000 105 8,749 8,749 

当期末残高 21,768 26,991 26,991 2,749 113 1,768 79,000 12,807 96,439 145,199 

 

 評価・換算差額等 
純資産合計 

 
そ の 他 有 価 証 券 
評 価 差 額 金 土 地 再 評 価 差 額 金 評 価 ・ 換 算 差 額 等 

合 計 
当期首残高 323 1,312 1,635 138,085 

当期変動額     

圧縮記帳積立金の取崩   － － 

特別償却準備金の取崩   － － 

別途積立金の取崩   － － 

剰余金の配当   － △3,569 

当期純利益   － 12,013 

土地再評価差額金の取崩    305 

  株主資本以外の項目の当事 
年度中の変動額(純額) 

△1 △305 △306 △306 

当期変動額合計 △1 △305 △306 8,442 

当期末残高 322 1,006 1,328 146,528 

(注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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個別注記表 

Ⅰ．重要な会計方針 

貸借対照表及び損益計算書の作成に当たって採用した重要な会計処理の原則及び手続きは次のと

おりであります。 

１．有価証券の評価基準及び評価方法  

(１)満期保有目的の債券…………………… 償却原価法(定額法) 

(２)子会社株式及び関連会社株式………… 移動平均法による原価法 

(３)その他有価証券  

①時価のあるもの………………………… 期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額につきま

しては全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定しております。) 

②時価のないもの………………………… 移動平均法による原価法 

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法  

(１)販売用土地建物・未成工事支出金…… 個別法による原価法(貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法) 

(２)資材及び貯蔵品・仕掛品……………… 総平均法による原価法(貸借対照表価額については収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法) 

３．固定資産の減価償却の方法  

(１)有形固定資産  

①リース用建物…………………………… 法人税法の規定した法定耐用年数に基づく定率法 

②リース用機器・リース用車両運搬具… 契約リース期間に基づく定額法 

③賃貸用不動産…………………………… 特定の顧客との長期の賃貸借契約に係る建物等は、賃貸

借契約期間に基づく定額法によっております。 

④その他の有形固定資産………………… 定率法 

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属

設備を除く)及び平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物については定額法によっておりま

す。 

(２)無形固定資産…………………………… 定額法 

ただし、「ソフトウェア」については、社内における利用

可能期間(５年)に基づく定額法によっております。 

(３)長期前払費用…………………………… 毎期均等額 

(４)リース資産  

所有権移転外ファイナンス・リース取引

に係るリース資産………………………… 

 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

を採用しております。 

なお、リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引の

うち、リース取引開始日が企業会計基準第 13 号「リース取引に関する会計基準」の適用初年度開

始前のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

４．引当金の計上基準  

(１)貸倒引当金……………………………… 債権の貸倒れによる損失に備えるため、回収不能見込額

を計上しております。 

①一般債権………………………………… 貸倒実績率によっております。 

②貸倒懸念債権及び破産更生債権……… 財務内容評価法によっております。 

(２)賞与引当金……………………………… 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給

見込額に基づき計上しております。 

(３)役員賞与引当金………………………… 役員賞与の支出に備えて、当事業年度末における支給見

込額を計上しております。 
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(４)工事損失引当金………………………… 受注工事に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末

手持工事のうち損失の発生が見込まれ、かつ、その金額

を合理的に見積もることが出来る工事について損失見込

額を計上しております。 

(５)退職給付引当金………………………… 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における

退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当事業年

度末に発生していると認められる額を計上しておりま

す。 

なお、数理計算上の差異は発生年度に一括処理しており

ます。 

５．収益及び費用の計上基準  

(１)リース収益の計上基準  

①規格建築リースの場合 

(ⅰ)一般的なリース契約物件は、リース用建物の工事完成日又は、リース期間開始日のいずれか

遅い日にリース契約期間中のリース料、リース用建物の受入建上解体料及び運賃等の全額を

リース収益及びリース未収金に計上しております。 

期末においてはリース期間未経過分のリース料並びに解体未了の物件の受入解体料及び運

賃等をリース収益から控除するとともにリース前受収益として計上しております。 

(ⅱ)所定の基準による長期大型リース物件は、契約金額全額を一括してリース収益及びリース未

収金に計上し、期末においてはリース期間未経過分をリース収益から控除するとともにリー

ス前受収益として計上しております。 

②自動車・機器リース及び不動産賃貸の場合 

(ⅰ)ファイナンス・リース取引に係る 

収益の計上基準………………………

 

 

リース料受取時に売上高と売上原価を計上する方法によ

っております。 

(ⅱ)オペレーティング・リース取引に

係る収益の計上基準……………… 

 

リース期間経過分をリース収益及びリース未収金に計上

しております。 

(２)販売収益の計上基準  

①事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事契約については工事進行基準

を適用し、その他の工事契約については、工事完成基準を適用しております。なお、工事進行基

準を適用する工事の当事業年度末における進捗度の見積りは、原価比例法によっております。 

また、所定の基準による大型延払販売物件については延払基準により計上しております。 

②リーシング ソリューション事業で取扱う割賦販売取引に係る販売収益は、割賦債権の支払期日到

来基準により計上しております。 

６. 消費税等の会計処理方法……………… 税抜き処理をしております。 

Ⅱ．貸借対照表注記 

１．有形固定資産減価償却累計額 143,244 百万円 

(内、貸与資産減価償却累計額) 130,807 百万円 

２．関係会社に対する短期金銭債権 7,086 百万円 

３．関係会社に対する短期金銭債務 9,966 百万円 

４．関係会社に対する長期金銭債権 2,092 百万円 

５．関係会社に対する長期金銭債務 33,803 百万円 

６．担保に供している資産  

関係会社短期貸付金 110 百万円 

関係会社株式 398 百万円 

関係会社長期貸付金 1,628 百万円 

上記資産を子会社の長期借入金 17,274 百万円の担保に供しております。 

投資有価証券 182 百万円 

上記資産を「特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律」等の定めに従い担保に供してお

ります。 
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７．土地再評価法の適用  

土地の再評価に関する法律(平成 10 年３月 31 日公布法律第 34 号)に基づき、事業用の土地の再評

価を行い、土地再評価差額金を純資産の部に計上しております。 

(１)再評価の方法…………………………… 土地の再評価に関する法律施行令(平成 10 年３月 31 日

公布政令第 119 号)第２条第４号に定める路線価、同条

第５号に定める不動産鑑定士又は不動産鑑定士補によ

る鑑定評価に基づいて合理的な調整を行って算出して

おります。 

なお、土地再評価差額金は、土地の再評価に関する法律

第７条の２第１項の規定により、配当に充当することが

制限されており、その額は会社計算規則第 158 条第３号

に規定する配当制限額に含めております。 

(２)再評価を行った年月日………………… 平成 14 年３月 31 日 

(３)再評価を行った土地の期末における

時価と再評価後の帳簿価額との差額 

………………………………………………△4,309 百万円 

８．期末日満期手形の処理 

受取手形                                       113 百万円 

Ⅲ．損益計算書注記 

関係会社との取引高 

売上高 3,726 百万円 

仕入高 2,852 百万円 

営業取引以外の取引高 563 百万円 

Ⅳ．株主資本等変動計算書注記 

１．当事業年度末の発行済株式の種類及び総数   

普通株式  149,837,999 株 

２．配当に関する事項 

(１)配当金支払額 

 決議 株式の種類 
配当金の総額 

(百万円) 

１株当たり 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 

 平成 29 年６月 28 日 

定時株主総会 
普通株式 3,569 23.82 円 平成29年３月31日 平成29年６月29日 

       

(２)基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

平成 30 年６月 26 日開催予定の第 67 期定時株主総会において、次のとおり決議を予定しておりま

す。 

①配当金の総額 3,605 百万円 

②１株当たり配当額 24.06 円 

③基準日 平成 30 年３月 31 日 

④効力発生日 平成 30 年６月 27 日 

なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。 
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Ⅴ．税効果会計注記 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

(１)流動の部  

繰延税金資産  

賞与引当金 924 百万円 

未払事業税 233 百万円 

その他 803 百万円 

繰延税金資産合計 1,961 百万円 

繰延税金負債合計 －百万円 

繰延税金資産の純額 1,961 百万円 

(２)固定の部 

繰延税金資産  

貸倒引当金 15 百万円 

減価償却費 7,566 百万円 

退職給付引当金 6,796 百万円 

資産除去債務 3,626 百万円 

その他 953 百万円 

繰延税金資産小計 18,957 百万円 

評価性引当額 △469 百万円 

繰延税金資産合計 18,488 百万円 

繰延税金負債  

資産除去債務に対応する資産 1,690 百万円 

特別償却準備金 778 百万円 

譲渡損益の繰り延べ 347 百万円 

圧縮記帳積立金 49 百万円 

その他有価証券評価差額金 115 百万円 

その他 57 百万円 

繰延税金負債合計 3,040 百万円 

繰延税金資産の純額 15,447 百万円 

再評価に係る繰延税金資産 938 百万円 

評価性引当額 △938 百万円 

再評価に係る繰延税金資産合計 －百万円 

再評価に係る繰延税金負債 1,795 百万円 

再評価に係る繰延税金負債合計 1,795 百万円 

再評価に係る繰延税金負債の純額 1,795 百万円 
 

Ⅵ．リースにより使用する固定資産に関する注記 
貸借対照表に計上した固定資産のほか、流通建築リース事業における建物賃借契約の一部について 

は、所有権移転外ファイナンス・リース契約により使用しております。 

Ⅶ．金融商品に関する注記 

１．金融商品の状況に関する事項 

当社は、資金運用については、短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入により資金を

調達しており、営業債権である受取手形、リース未収金、売掛金、割賦売掛金に係る顧客の信用リ

スクは、「取引信用度基準」等に沿ってリスク低減を図っております。また、投資有価証券は主と

して株式であり、上場株式については四半期毎に時価の把握を行っております。 

借入金の使途は運転資金(主として短期)及び設備投資資金(長期)であり、長期借入金については固

定金利での調達を基本としており、変動金利での調達を行った長期借入金の金利変動リスクに対し

ても金利スワップを実施して支払利息の固定化を実施しております。 
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２．金融商品の時価等に関する事項 

平成 30 年３月 31 日(当事業年度の決算日)における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につ

いては、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次

表には含めておりません。((注２)を参照して下さい。) 
 (単位：百万円) 

 
貸借対照表 

計上額 
時価 差額 

(１)現金及び預金  5,790   5,790   ―  

(２)受取手形  3,083   3,083   ―  

(３)リース未収金  9,823        
貸倒引当金(※1)  11        

  9,812   9,812   ―  

(４)売掛金  14,200        
貸倒引当金(※1)  6        

  14,194   14,194   ―  

(５)割賦売掛金  4,912        
貸倒引当金(※1)  0        

  4,911   4,885   △26  

(６)リース投資資産  12,904   12,904   ―  

(７)リース債権  3,667   3,667   ―  

(８)関係会社余剰資金預け金  6,473   6,473   ―  

(９)投資有価証券          
満期保有目的の債券  182   188   5  
その他有価証券  584   584   ―  

(10)差入建設協力金  11,741   11,737   △4  

(11)敷金  17,579   17,259   △319  

(１)支払手形 ( 3,766 ) ( 3,766 )  ―  

(２)電子記録債務 ( 15,063 ) ( 15,063 )  ―  

(３)買掛金 ( 23,685 ) ( 23,685 )  ―  

(４)１年内返済予定の長期借入金 ( 4,000 ) ( 4,000 )  ―  

(５)１年内返済予定の関係会社長期借入金 ( 9,500 ) ( 9,500 )  ―  

(６)長期借入金 ( 20,200 ) ( 20,235 )  35  

(７)関係会社長期借入金 ( 33,800 ) ( 33,859 )  59  

(８)受入建設協力金 ( 32,395 ) ( 32,369 )  △25  

(９)長期預り金 ( 27,296 ) ( 26,508 )  △788  

(注)１．負債に計上されているものについては、( )で示しております。 

２．(※1)については、貸倒引当金を控除しております。 

(注 1) 金融商品の時価の算定方法に関する事項 

資 産 

(１)現金及び預金、(２)受取手形 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっ

ております。 

(３)リース未収金 

リース未収金には、リース期間未経過でリース前受収益と両建てとなっている 66,377 百万円が

含まれていることから、その金額をリース未収金から控除した 9,823 百万円に対して時価の算定

を行っております。 

なお、時価については一定の期間ごとに区分した債権ごとに債権額を満期までの期間及び信用リ

スクを加味した利率により割り引いた現在価値によっております。 
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(４)売掛金、(５)割賦売掛金 

これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債権ごとに債権額を満期までの期間及び信用リスク

を加味した利率により割り引いた現在価値によっております。 

(６)リース投資資産、(７)リース債権 

これらの帳簿価額は、リース取引に関する会計基準の定めに従い利息法で算出した現在価値に 

よっていることから、時価は帳簿価額とほぼ等しいため、当該帳簿価額によっております。 

なお、貸借対照表計上額には、リース投資資産に含まれる見積残存価額 440 百万円を含んでおり

ます。 

(８)関係会社余剰資金預け金 

関係会社余剰資金預け金については短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいこと

から、当該帳簿価額によっております。 

(９)投資有価証券 

投資有価証券について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引先金融機関より提示され

た価格によっております。 

(10)差入建設協力金、(11)敷金 

これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債権ごとに債権額を満期までの期間及び信用リスク

を加味した利率により割り引いた現在価値によっております。 

負 債 

(１)支払手形、(２)電子記録債務、(３)買掛金、(４)１年内返済予定の長期借入金、(５)１年内返 

済予定の関係会社長期借入金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっ

ております。 

(６)長期借入金、(７)関係会社長期借入金 

長期借入金の固定金利のもの及び変動金利で金利スワップの特例処理の対象となっているもの

については、元利金の合計額を借入期間に応じた利率で割り引いた現在価値により算定しており

ます。 

(８)受入建設協力金、(９)長期預り金(預り敷金) 

これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債務ごとに債務額を返済までの期間に応じた利率に

より割り引いた現在価値によっております。 

(注２)時価を把握することが極めて困難と思われる金融資産 

区分 貸借対照表計上額 

非上場株式等 1,196 百万円 

これらについては、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積もるには過大なコス

トを要すると見込まれます。したがって、時価を把握することが極めて困難と認められるため、

「資産(９)投資有価証券」には含めておりません。 
 

Ⅷ．賃貸等不動産に関する注記 

１．賃貸等不動産の状況に関する事項 

当社では、東京都その他の地域において、賃貸用の商業施設(土地を含む。)等を有しております。 

２．賃貸等不動産の時価等に関する事項 
 

貸借対照表計上額 時価 

158,708 百万円 163,948 百万円 

(注)１．貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額で 

    あります。 

２．当期末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づく金額(指標等を用いて調整を行 

   ったものを含む)であります。          
 

Ⅸ．１株当たり情報の注記 
１．１株当たり純資産額 977 円 91 銭 

２．１株当たり当期純利益 80 円 17 銭 
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Ⅹ．関連当事者との取引に関する注記     

１．親会社及び法人主要株主等 

種 類 
会 社 等 の 

名 称 

議決権等の

所有(被所

有)割合 

関 連 当 事 者 

と の 関 係 
取引の内容 

取 引 金 額 

(百万円) 
科 目 

期 末 残 高 

(百万円) 

親 会 社 
大 和 ハ ウ ス 

工業株式会社 

(被所有) 

直接 

100.0％ 

規格建物等の工事

発注並びに規格建

物、各種車両の賃

貸及び販売をして

おります。 

金 銭 の 預 入 2,020 
関係会社余剰 

資 金 預 け 金 
6,473 

受 取 利 息 0  － 

金 銭 の 借 入 

 

金 銭 の 返 済 

10,000 

 

10,000 

１年以内返済

予定の関係会

社長期借入金 

 

関 係 会 社 

長 期 借 入 金 

 

9,500 

 

 

 

33,800 

支 払 利 息 142  － 

(注)１．金銭の借入及び預入については、市場金利等を勘案しており、利率を合理的に決定しており 

ます。 

２．金銭の預入の取引金額については、期中平均残高を記載しております。 

２．役員及び個人主要株主等 

種 類 
会社等の名

称又は氏名 

議決権等の

所有(被所

有)割合 

関 連 当 事 者 

と の 関 係 
取引の内容 取 引 金 額 

(百万円) 
科 目 

期 末 残 高 

(百万円) 

親会社の

役員及び

その近親

者が議決

権の過半

数を所有

している

会社等 

株 式 会 社 

ユニフロー 
－ 

規格建物等の工事

発注並びに規格建

物、各種車両の賃

貸及び販売をして

おります。 

自動車リース 18 

リース未収金 0 

前 受 金 0 

    

(注)１．上記の金額のうち、取引金額には消費税等は含まれておらず、期末残高には消費税等が含ま 

れております。 

２．親会社大和ハウス工業株式会社代表取締役副社長 石橋民生氏及びその近親者が議決権の過 

半数を保有しております。 

３．取引条件及び取引条件の決定方針等 

上記取引については、市場価格を参考の上、一般的取引条件と同様に決定しております。 
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附属明細書(計算書類関係) 

 

１．有形固定資産及び無形固定資産の明細 

(単位：百万円) 

区分 資産の種類 
期 首 

帳簿価額 

当 期 

増 加 額 

当 期 

減 少 額 

当 期 

償 却 額 

期 末 

帳簿価額 

減価償却 

累 計 額 

期 末 

取得原価 

有 

形 

固 

定 

資 

産 

貸
与
資
産 

リ ー ス 用 建 物 3,411 684 145 1,034 2,916 41,749 44,666 

リ ー ス 用 機 器 175 9 30 61 92 733 826 

リース用車両運搬具 9,301 4,619 682 2,366 10,872 12,937 23,810 

賃 貸 用 不 動 産 154,141 15,734 
3,868 

(863) 
9,023 156,983 75,313 232,297 

リ ー ス 資 産 202 － － 16 186 72 258 

建 設 仮 勘 定 2,510 10,879 11,144 － 2,246 － 2,246 

(小     計) 169,743 31,927 
15,871 

(863) 
12,502 173,297 130,807 304,104 

社
用
資
産 

建 物 1,919 148 
6 

(0) 
145 1,916 5,391 7,307 

構 築 物 2,153 1,076 0 165 3,064 1,969 5,033 

機 械 及 び 装 置 20,798 4,690 125 1,294 24,069 4,250 28,319 

車 両 運 搬 具 26 1 1 9 15 172 188 

工 具 器 具 備 品 280 135 2 72 341 647 988 

土 地 6,947 － 2 － 6,945 － 6,945 

リ ー ス 資 産 11 40 － 6 45 6 52 

建 設 仮 勘 定 4,642 1,711 5,867 － 487 － 487 

(小     計) 36,780 7,804 6,005 1,693 36,885 12,437 49,322 

 計 206,523 39,732 
21,876 

(864) 
14,196 210,183 143,244 353,427 

無 
 

形 

固
定
資
産 

ソ フ ト ウ ェ ア 535 243 1 204 573 

  

電 話 加 入 権 39 － － － 39 

施 設 借 用 権 利 金 35 9 0 8 36 

の れ ん 65 － － 21 43 

借 地 権 2,163 － － － 2,163 

そ の 他 3 0 － 0 4 

  計 2,842 254 1 234 2,860 

(注)１．主な増加 

リ ー ス 用 車 両 運 搬 具：需要の増加によるものであります。 

賃 貸 用 不 動 産：賃貸借契約に係る自社建物(流通建築事業の「Frespo」「BiVi」「BRANCH」 

シリーズの商業施設)等の増加によるものであります。 

機  械  及  び  装  置：メガソーラー発電事業に係る自社設備等による増加によるものでありま 

す。 

２．その他                                             

(1)賃貸用不動産の期末帳簿価額には、賃貸用の土地49,133百万円が含まれております。 

(2)当期減少欄の( )は内数で、当期減損損失計上額を記載しております。 
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２．引当金の明細       

                                    (単位：百万円) 

科目 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

貸 倒 引 当 金 210 29 50 188 

賞 与 引 当 金 3,291 3,023 3,291 3,023 

役 員 賞 与 引 当 金 145 127 145 127 

退 職 給 付 引 当 金 23,399 1,341 2,516 22,224 

(注)１．貸倒引当金の当期減少額の欄には、一般債権の貸倒実績率による引当額の洗替額22万円が 

含まれております。 

２．計上の理由及び算定方法は、重要な会計方針に記載しております。 

 

３．販売費及び一般管理費の明細 

(単位：百万円) 

科  目 金  額 摘  要 

広 告 宣 伝 費 609  

販 売 手 数 料 402  

役 員 報 酬 373  

従 業 員 給 与 手 当 7,074  

賞 与 1,504  

賞 与 引 当 金 繰 入 額 1,804  

退 職 給 付 費 用 1,056  

法 定 福 利 費 1,435  

福 利 厚 生 費 524  

事 務 用 品 費 282  

通 信 交 通 費 1,155  

水 道 光 熱 費 62  

交 際 費 71  

諸 手 数 料 309  

地 代 家 賃 744  

減 価 償 却 費 90  

租 税 公 課 802  

保 険 料 18  

電 算 機 費 432  

雑 費 731  

計 19,486  

 


